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■ 場所として  

 ホテル、旅館、マンション、家、 

 観光地、ネットカフェ、駐車場、 

 飲食店、工場、農場 

■ 手段として  

 飛行機、自動車、船、トラック 

■ サービスとして  

 スマートフォンアプリ（LINEなど）、 

 インターネットサイト、広告配信 
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• 子ども（18才未満）は世界人口の約1/3 

• 子どもは顧客であり、社員の家族であり、

年少の従業員であり、将来の社員であり、

将来のリーダーである。 

• よって、子どもは企業にとって重要な利害

関係者（ステークホルダー）である。 

• つまり、子どもはあらゆる企業にとって真
剣に取り組むべき存在である。 

 

 
ここから見えてくる未来のリスク 

ブランドイメージの毀損 

不買運動 etc. 





・児童買春や児童ポルノ、労働搾取などに関 

 する社内研修の実施 

・gBCAT／コードプロジェクトなどに加盟 

・ISO 26000規格の手引きを社内で共有、理 

 解を推進          ・・・など 



gBCAT 
 (Global Business Coalition Against Human Trafficking） 

あらゆる形態の人身取引を撲滅するための 

企業連合 



ライトハウスが 
皆さまに提供可能な 

「人身取引」 
に関する法人研修 

・国内でどれだけの被害があるのか？ 

・人身取引と企業の関わりとは？ 

・企業にとってのリスクとは？ 

・コンプライアンスのあり方 など 

 ＊講演のお申し込み http://lhj.jp/menu03/sub06 



子どもや女性が 

安心して生きられる 

社会のために  



参考資料 



企業活動の成功例① 

児童ポルノ撲滅のためのICT業界の取り組み 

・ISP業者 

・フィルタリングソフト提供ベンダー 



企業活動の成功例② 
児童買春をなくすため＝旅行・観光業界の取り組み 

コード・プロジェクト 
（子ども買春防止のための旅行・観光業界行動倫理規範） 

⇒ 旅行・観光業界のCSR活動のツール 
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旅行・観光業界行動倫理規範（Code of Conduct）  

1. 子どもの商業的性的搾取に反対する企業としての倫理規定や方針を確立する 

2. 出発地および目的地の両国内の従業員を教育・訓練する 

3. 供給業者（旅行目的地の旅行業者等）と結ぶ契約のなかに、契約両者が協力

して子どもの性的搾取を拒否することを記した条項を導入する 

4. カタログ、パンフレット、航空機内映像、航空券、ホームページなどを通じ、
旅行者に関連情報を提供する 

5. 旅行目的地の現地有力者に関連情報を提供する 

6. 年次報告を行う 

コードとは？ 



DRV 

Committee for 
Sustainability 

（持続可能性に関する委員会） 

Code Working 
Group 

DRV: German Travel Association（ドイツ版JATA） 

 
グループ構成員 
・ 観光省、子ども家庭省 
・ 警察関係者 
・ DRV 
・ 旅行業者代表 
・ NGO（ECPAT） 

 
※隔月で会合 

■コードプロジェクト推進母体 

ドイツのコード推進体制 



• ISO（国際標準化機構：本部ジュネーブ）が

2010年11月1日に発行した、組織の社会的責任

に関する国際規格 

• 目的は、あらゆる組織に向けて開発された社会

的責任に関する世界初のガイダンス文書で、持

続可能な発展への貢献を最大化すること 

ISO 26000 
（社会的責任に関する国際規格） 

参考：「社会的責任向上のためのNPO/NGOネットワーク」 

http://sr-nn.net/jigyo/seisakuteigen/iso26000 


